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◆背景と目的
　 　当組合では、宿泊客数は平成3年をピークに、

平成18年にはその65%にまで落ち込んでいたが、
共同予約システムの導入や各種イベントを企画し
集客の向上を目指した取り組みを行い、一定の成
果を出していた。

　 　そのような中、県からの提案や、内閣府の地域
活性化伝道師との出会いなどを経て、組合内では
地域資源を活かした塩原温泉全体の魅力づくりが
必要との気運が高まっていた。
◆事業・活動の内容
　 　塩原の地域資源である「温泉」「自然」「歴史」を、
「健康増進」をキーワードにして結びつけ、ウォー
キングをしながらそれらの資源を体感してもらう

「塩原流ヘルスツーリズム」を開発した。塩原温泉
病院にツアープログラムの指導をしていただき、
緊急時のサポート体制を構築したほか、県北環境
森林事務所、調理士会、県栄養士会等の全面的サ
ポートを受け、プログラムの信頼性と安全性を
図っている。
◆成果
　 　今までは、温泉旅館としての魅力により温泉地

は成り立っていたが、これからは地域の魅力を基

【組合の概要】
　所在地：那須塩原市塩原 675-9 
　電　話：0287-32-2248
　設　立：平成 11 年 11 月　　組合員：62 名
　ＵＲＬ：http:/www.siobara.net/index.php

新製品・新技術・
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地域資源を掘り起こし、磨きをかけ活性化を図る
〜塩原温泉旅館協同組合（栃木県）〜

◆背景と目的
　 　平成5年に氷上町内の生活改善グループが結集

し、「氷上つたの会」を結成した。以降、地元産農
産物にこだわった加工品の製造・販売を通じて、
地域の活性化、女性の自立、高齢者の雇用創出を
目的に活動していた。その後、社会的信用力向
上・活動の継続等を目的に、平成19年11月企業組
合とした。法人化後は、その信用を活かし、販路
開拓に取り組んでいる。
◆事業・活動の内容
　 　組合員が持ち寄った地域の伝統料理や、地場の

農産物を使用した食品の商品化に取り組み、保存
料や着色料を一切使用していない手作り弁当・加
工品の製造販売を行っている。商品開発には意欲
的に取り組んでおり、地元産食材を利用している
ことをアピールするため、氷上町の許可を得て「氷
の川」ブランドを冠した商品を開発してきた。地産
地消を前提に、地元3カ所で販売するほか、地域
のPRも兼ねて「阪急西宮ガーデンズ」や観光物産展
のような兵庫県内外の他地域のイベントがあれば
積極的に参加し、地元農産品を紹介している。
◆成果
　 　組合組織にしたことにより、地元シカ肉を使っ

た料理、氷の川恐竜弁当、お赤飯セットを販売す
るなど、多くの新商品を開発したことに加え、世
間からの信用が大きく向上した。大手百貨店との
取引開始や、雑誌・テレビの取材を受けたり、通
販に商品が掲載されるなど、当組合の活動や商品
が広く一般に紹介される機会が増えた。また、消
費者や流通業者からの問い合わせも増えている。

　 　当組合は商品を通じて、地元丹波・氷上の宣伝
の向上に一翼を担っている。また、他地域のイベ
ントへの参加要
請が増え、毎年
70以上のイベン
トに参加し、地
域食材を使用し
た食品を紹介し
ている。

【組合の概要】
　所在地：丹波市氷上町石生2077-1
　電　話：0795-82-4839 
　設　立：平成19年11月　　組合員：29名
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地元産食材を使った手作りアイデア食品で地域活性化に取り組む
〜企業組合氷上つたの会（兵庫県）〜

にした観光客の集客が必要となっている。視察
人数等も多くあるのはそれを証明しているといえ
る。

　 　地域資源に着目したことは、塩原の新たな魅力
の創出に繋がっている。各団体と発足した研究会
でのノウハウ等を活かし、各旅館にヘルシーメ
ニューを普及させたり地元食材の研修を実施する
など、各旅館の地産地消への取り組み意識の向上
がみられている。
さらに、全国的
な連携が強化さ
れることにより、
広域でのツアー
づくりも可能と
考えられる。


